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『楚辞章句~ r卜居」注の押韻
田島花野
1 はじめに
:E~1 r楚辞章句~ (以下『章句』と略称する)に関しては、『四庫全書総目提要』集部一・楚
辞類が「九章」の「拍思」以下の注に押韻する箇所があると指摘しており2、浅野通有氏・竹治
貞夫氏らは、『章句』の注に散文と韻文の二系統の形式があること、さらに韻文形式は四言ニ句
と四言一句とに区分できることに言及している3。
小南一郎氏は、「九章J(巻四)の「抽思」・「思美人」、「漁父J(巻七)、「遠遊J(巻五)、「離
騒J (巻ー)、「九歌J(巻二)の「東皇太一」等の注を例に挙げ、注釈の形式を手掛かりに『章
句』の成立について詳細に論じている九以下に、小南氏の説の概要を挙げる。
I形式・四字句で韻を踏む。王逸の注釈作業に先行して存在した。
1 a形式.本文一句に対し、四字句二句の注が付けられる。
1 b形式.本文一句に対し、四字句一句の注が付けられる。
i王逸の生没年は不明であり、『後漢書』によれば、安帝の元初年間 014年-120年)に、上計吏となって都へ上り、
校番郎に任じられ、順帝の治世(在位126年-144年)に、侍中に任じられた、という.1後漢書』巻八十上、文苑列
伝第七十上「王愈字叔師、南郡宜城人也.元初中、事上計吏、震校書郎。順帝時、震侍中。著『楚辞章句』、行於世。
其賦・諒・書・論及雑文凡三十一篇。又作『漢詩』百二十三篇。 J(中華書局、 1965年).また、蒋天枢 r(後漢書・
玉造勧考釈J(蒋天枢『楚辞論文集』陳西人民出版社、 1982年。初出は『中国歴史文献研究集刊12、1981年)を参
照した。
2 1武英殿本四庫全書総目提要1(台湾商務印書館、 1973年影印)r r抽思」以下諸篇註中、往往偏句用韻、如「哀憤結穂、
慮煩克也。 Jr哀悲太息、損肺肝也~ J r心中結周、如連環也。」之類。不一而足a 蓋{方『周易』象侍之骨量、亦足以考
謹漢人之韻。 J
3浅野通有 r鐙辞章句」における九弁の編次一一王逸によって意因された経伝的構想一一J(1国学院雑誌171-7、1970
年)5頁.竹治貞夫『楚辞研究1r楚辞の書物第一章楚辞の編集と章句J(風間書房、 1978年)r楚辞の編集と章句」
164-169頁。
4小南一郎『楚辞とその注釈害たち1(朋友香底、羽田年)r王逸「楚辞章句」と楚辞文芸の伝承J(r玉逸『楚辞章句』
をめぐってー漢代章句の学のー側商J1東方学報京都』問、 195年を改訂)300-326頁。中国語版は、小南一郎著、
張超然訳「王逸《楚辞章句》研究一一漢代章句学的一個面向J(1中国文哲研究通訊11-4、2001年)。
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E形式.基本的に韻を踏まず、厳格には四字句の形態も取らない。王逸自身の注釈であるに
王逸の楚辞学は、中央の知識人的な楚辞学を承けるE形式の注と、楚文化圏での楚辞伝承
を引き継いだ I形式の注の、二つの流れを総合したものであるに
以上のような小南氏の説に対し、白馬氏は「九章」の「惜往日」・「哀郵」と「漁父」を分析
し、王逸によって散文形式の注が付された後、 2世紀から 5世紀晩期までの閑に韻文形式の注
が増補されたとの見解を示す7。
他方で、陳鴻図氏は韻文形式の注の押韻を考察し、おおむね両漢の特色を有すると指摘する。
中でも「招隠士J(巻十二)注において魚、部麻韻の字「家」・「華」が合用される例は、前漢にの
み出現する現象であり、複数の作品の注に見える陽部と耕部の合韻例は、詳しく見ると後漢の
押韻形式のようである、とするに
また、魯瑞普氏は「九章」の「哀部」・「渉江Jを分析し、王逸『章句』は先行する韻文形式
の注を参考にしながらも、基本的には散文形式で注を付したものであり、当時は本文と各種の
注がそれぞれ単独で流布していたが、散逸と後人による増補、および本文と注を統合する編集
を経た結果、韻文形式の注と散文形式の注が混ざり合い、体裁が混乱した今日の『章句』の形
になったとする九
さらに、黄耀壁氏は「漁父」について『史記』所収の本文・『章句』所収の本文・韻文形式の
注の三者を比較し、『史記』所収の本文の方が原本に近いこと、韻文形式の注は『史記』所収の
本文に対して付されていること、注が王逸以前に遡る可能性があることを指摘する10
上記のように、小南氏の提起の後、『章句』の注に関する議論が続いている10 i九章」の「哀
郵」や「漁父」など何篇かの作品については、白馬氏・魯氏・黄氏によって比較的詳細な検討
が行われているが、未検討の作品も多く、『章句』全体の検証には至っていない。押韻に関して
は、陳鴻図氏が成立年代を判定するのに有効な押韻例を挙げているものの、一篤の作品に付さ
S前掲小南著306頁、 310頁、 320頁。
6前掲小南著349-350頁。
7 強国]白馬著、張慧文訳「不同的評注不同的評注者 以《楚辞章句》的多様北評注震基礎試深本書成書的経過J(1中
国楚辞学19， 2∞7年)123-124頁。との論文には原著叩情報が記されていなし功1陳鴻図 r(楚辞章句》韻文注的時
代J(I中国鐙辞学116、2011年)285頁によれば原著は rMichaelSchir町田lpfenning()u YlIan' s lrons!ormalion frl四
百lealizedAlan 10 True Poel:Toe Han-dynasly c，田盛田lary01 '"田gyi 10 loe lisao and loe SOngS 01 COu. 
Thes is IP凶)ー Universityo[ Heidelberg， 199， p. I-p. 835Jである。
8前掲の陳鴻図論文290-293頁。
9魯瑞静「由《楚辞》在漢晋南朝的伝播論《楚辞章句》韻体釈文的生成J(1中国楚辞学12、2015年)2印頁。
"黄櫨盟問漁父》的韻文注ー《楚辞章句》韻文注研究之ーJ(1中国楚辞学123、2016年)46頁。
1以上のほか、陳松青「王逸注解(('娃辞》的文学視角 《楚辞章句》之“八字注"探析J(1中国文学研究1(湖南師範大
学)2003-1)、査扉球「文学的剛稗与問揮的文学一美干王逸《楚辞章句》韻体注文的考論J(1文学評論120ト2)、施
盈佑「再探王逸《鐙辞章句》之注釈型態J(1淡江人文社会学刊138、2009年)等が発表されている.
2 
れた注を詳細に検討したものではない。先行研究で未検討の作品に対しても、考察を進める必
要があろう。
そ乙で、本稿では「卜居J(巻六)の全篤を対象として、注の押韻状況を検討する。「卜居」
に関して、前掲の小南氏は、次のように指摘している。
・本文と Ib形式の注とを一つにして読めば、 1 a形式の注と同じ形態の韻文となる12。
• 1形式の注釈は、楚辞の本文と一体不可分な関係にあった。
「恐らくは、こうした注釈の文章は、本文とー続きにして朗読されたのであろう。J13 
• 1 b形式の注が付されているのは、「遠遊J・「卜居」・「漁父」・「招隠土」の四篇のみであ
る。「遠遊」・「招隠士」では1b形式の注は一部分に見られるだけだが、「これまでも一
対をなす作品と考えられてきたJr卜居J・「漁父」では、 Ib形式の注が多用されており、
「その注釈もまた他から孤立して独特の形態を取っている」。
・上記四篤は道家・神仙思想と密接な関わりを持っている。准南王劉安を中心とする集団
の中での道家思想の展開と関係を持ちつつ形成されたものか。
・上記四篇の注も、神仙・道家思想を強力に宣伝している。
. 1形式の注は、その本文と同時に作られたとまでは言えないまでも、本文と切り離せな
いものとして伝承されていた。 14
また白馬氏は、『楚辞釈文~ 15 (以下『釈文』と略称)の篇次が、現行『章句』の篤次よりも
原始性を有するとしており、上記四篤に関しては、道教的な背景を持ち韻文形式の注が付され、
『釈文』で巻六「遠遊」、巻七「卜居」、巻八「漁父J、巻九「招隠士Jとひとまとまりに配置さ
れている点を指摘する160白馬氏の指摘は、小南氏の四篇に関する説を補強するものと言えよう。
小南氏の説は興味深いものであるが、 r1 b形式の注が付されているJと指摘する「遠遊」・「卜
居」・「漁父」・「招隠士」の四篇のうち、具体的に例を挙げて論じているのは「漁父」と「遠遊」
12前掲小南著305-306頁より『章句』巻七「泊父」の官頭五句を転載する。注の押韻字はゴシック体で表記する。
屈原既放 屈原は既に放たれ (注)身斥逐也 身は斥逐せらるるなり
遊於江浬 江源に遊び (注)戯水側也 水側に戯(たわむ)るなり
行時沢畔 沢畔に行時す (注)履荊蒜也 荊蘇を履むなり
顔色僚体 顔色は保体し (注)軒徽黒也 軒徴して黒ずむなり
形容枯楠 形容は枯摘す (注)癌陸軍需也 癒して痕痔するなり
日以上は、前掲小南著306-307頁。
14以上は、前掲小南著316頁。
1'1釈文』の篇次は、南宋の洪興祖『楚辞補注』の目録に引用される形で伝わる。竹治氏前掲番「楚辞の書物第三章楚
辞釈文の撰者とその内容J(初出は「楚辞釈文の撰者についてJ1日本中国学会報118、196年)209-251頁は、『釈
文』は一般に南唐の王勉が撰したとされるが、唐の陸善経の撰であろうと述べる。
J5白馬「関干《楚辞章句》評注類型研究的研究目標J(1中国楚辞学118、201年)164-166頁。
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の一部に限られる。本稿の目的は「卜居J全篤において、小南氏による韻文形式の注が「本文
とー続きにして朗請されたJという説に従った場合、どのような現象が生じるのかを検討する
ことにある。
2 押韻の判定について
『楚辞』本文および注については、黄霊庚『楚僻章句疏謎1(中華書局、 207年。以下、黄
著と略称)を底本とするに黄著は注の押韻について以下のように指摘する(第一冊凡例2頁)。
重匁稗義，偶用領語，震其所創制。四度館臣「蓋佑恩易象鍾之健」云云，未必可信。
計其用韻語者，有主主塁、損昼、恩義ム、蛍食旦、護国風、連遊、上屋、強冬、盤強主、:tt.
E童等十篇。擦其用鼠不音可以校主主主之司t誌羨脱又篤考鐙音韻流幾之佐誌審其用韻，
皆盆選時世之音，不惑興三亘盤、獲量主同也。自盟牽至鐙塗，越歴数百年，則其音又望書ー幾。
如慶韻之明、行、英等字，童匁用韻多輿述、責韻相協，玄、盤、』量、懲四韻，盤、念、臨
三韻，其E多年わ亦不甚密。是書皆様例詳説之。惟其韻目，復困盆運藍盟塞古韻三十部説。於
入韻之字分合之閑，比較折中，則可以推知其音幾消息也。
『章句』は意味を解釈するのに、たまたま韻文を用いており、『章句』が創り出したもの
である。『四庫全書』編集者が「おそらく『周易』象伝の体裁に倣ったのであろう」云々と
したのは、信じられるとは限らない。『章句』が韻文を用いている作品を数えると、「九紫J• 
「抽思」・「恩美人J・「惜往日」・「悲回風J・「遠遊」・「卜居」・「漁父J・「招隠士」・「九懐J
など十篇ある。これらの篇の押韻を拠り所にすれば、ただ『章句』の誤字・術字脱字を校
正できるのみならず、音績が変化した証拠を考証することもできる。押韻を詳しく見てみ
ると、みな後漢時代の音で、『詩経』三百篤や『楚辞』と全てが一致する訳ではない。周・
秦から後漢に至るまで、数百年を経ているため、音も一変している。陽鎮の「明J・「行」・
「英」等の字は、『章句』の押韻では多く耕韻・青韻と協韻しており、支・歌・脂・微の四
韻や、侯・魚・幽の三韻は、その境界もあまり厳密ではない。本書はみな例に依拠して詳
1王逸『楚辞章句!(明E纏十三([518)年、黄省曾校、大阪大学蔵)、玉造『楚辞章句!(明万暦十四([586)年、 J眉紹祖観
相斎刊、芸文印書館、 1974年影印)、王逸『楚辞章句!(日本寛永三(1750)年、荘允益校、大阪大学蔵)、洪興祖撰『娃
辞柿注!(四部叢刊初編)、洪興祖撰・黄霊庚点校『楚辞補注!(上海古籍出版社、 2015年)、『尤衷刻本文選!(国家図
書館出版社、 2017年影印)、『日本足利皐校磁宋刊明州本六臣注文選!(人民文学出版社、 2008年影印)、『杢章聞所蔵
六臣注本文選!(豆λT吾笹斗全世、 196年影印)を参照した。
4 
述している。韻目は、曾運乾(引用者注:1884年ー 1945年)の周秦古韻三十部説に因るた
めに、韻自に入る字の分け方が、かなり折中的なので、その音が変化した手掛かりを推測
することができる18。
黄著は、上記の「九弁」・「抽思Jなど十篇の注釈について「これらの篇の押韻を拠り所にす
れば、 . ~章句』の誤字・脱字を校正できる」と述べる。本文のあるー句に付された注に関し
て、前後の注と押韻することを前提とし、現行の語句が押韻していない場合は、諸本を校勘し
て押韻する語句を選択し、『章句』の本来の形である「醤」・「蕎本」を復元できるとする。しか
し、本稿が乙の復元に依拠して押韻を検討すると、循環論法に陥りかねない。とはいえ、十篤
の注釈がおおむね押韻するという現象は肯定できる。また、誤脱が少なからずある現行の諸本
に依拠して押韻を検討するのは困難である。それゆえ本稿は黄著に拠った19。
本文の押韻については、王力『詩経韻読 楚辞韻読120を参照する。本文と注の押韻に関して
は、羅常倍・周祖誤『漢貌雷雨北朝韻部演変研究121 (以下、羅著と略称)の「両漢詩文韻譜」
(以下、「両漢韻譜」と略称)を用いる。「両漢韻譜」は『章句』に関して、漢人の作とされる
七篤、すなわち巻十一の頁誼(前200-前 168)r惜醤」から巻十七の王逸「九思」までを収録
している。もとより巻十二の准南小山(生卒年不明)r招隠士Jを含む。巻六「卜居」は、巻五
「遠遊」・巻六「漁父」とともに『章句』では屈原の作とされており、「両漢韻譜」の対象では
ない。本稿が「卜居」の注のみならず本文に関しでも、「両漢韻譜」で判定することには、異議
を持つ向きもおられるかもしれない。
しかし、前掲した白馬氏の指摘を踏まえると、「遠遊」・「卜居」・「漁父」・「招隠士Jの四篇は、
ひとまとまりの作品群となる。四篇の本文の成立年代は、戦国時代の古い作品群と渓代の新し
い作品群との中間に位置すると考えられる。本稿では、四篤を戦国時代と漢代の聞の過渡期の
作品として、便宜上「両漢韻譜」を適用する。
羅著の「両漢韻譜」は、両漢音を、『詩経』音の三十一部から変化した以下のような二十七部
"黄著は、押韻字の声調には言及していない。
同前掲した陳鴻図氏・魯瑞脊氏・黄耀盛氏の研究も、黄著に拠ったものである。
"王力『詩経韻読 楚辞領読1(1王力文集16、山東教育出版社、 1986年.中国人民大学出版社、 204年)。同書「楚辞
韻読Jは、「離騒Jから「大招」までを対象として、漢人の作品を除外している。なお、王力『漢語語音史1(中国社
会科学出版社、 1985年)は「漢代音系(前206公元20)Jとして、二十九韻部を示す。漢人の『楚辞』作品を収録
するが、前演と後漢を区別しておらず、押鼠の挙例も少数である。
!l羅常倍・周担i!J!1漢貌晋南北朝韻部演変研究1(第l分冊、科学出版社、 1958年。中華書局、 207年)。なおk合践の
例数は、同書46-47頁の西漠領部の表および56-57頁の東漢韻部の表を参照した.これらの表は、 124-245頁「両
漢韻譜」の二部合韻を集計したものである。しかし、「両漢韻譜」の合韻例数とは合致しない箇所があり、その場合は
「両漢韻譜」の例数に従った。
5 
に分類する。
陰整類之、幽、宵、魚*矢歌*、支*、脂、祭
陽聾類蒸、冬、束、陽*、耕*、真、元、談、侵
入聾類職、沃、薬、屋、鍔、錫、質、月、章、絹
羅著は盤調を跨ぐ押韻について、次のように述べる (67頁)。
如果我何本着前人分析傾斜星》押韻的燐法来研究雨漢的韻文，彼容易可以看到渓人封
整調的分別一般是彼細徴的。平J聾字和上聾字限入聾字在ー起押韻的極少見。去聾宇和入聾
字在ー起押韻的震数也不多，而且只限於少数幾部字。平聾輿上聾，上聾奥去聾相押的難然
有一些，但也不彼多。因此我刑在研究漢代韻文的押韻的時候，不能不分割幸四盤。
もし我々が、先人が『詩経』の押韻を分析した方法に基づいて両漢の韻文を研究すれば、
渓人の声調に対する区別は一般的に精密なものであるということを容易に見て取ることが
できる。平聾の字と上聾の字が入聾の字と一緒に押韻することは極めて珍しい。去費の字
と入聾の字が一緒に押韻する数も多くなく、しかも少数の何部かの字に限られる。平撃と
上聾、上撃と去聾が押韻する例は幾らかあるが、あまり多い訳ではない。それゆえ我々は
漢代の韻文の押韻を研究する時、四聾を分けない訳にはゆかない。
以上の引用部分の中で羅著は、平声と去声の押韻には触れていない。平声と去声の問題につ
いては後述する。
3 r卜居Jの押韻状況
「ト居」本文と注に句番号を付し、適宜第一段から第四段に分けた。
以下ゴシック体が考察対象の字である。 r/Jは複数の声調や韻部に属する場合に、 r?Jは「両
漢韻譜」に記載を確認できず韻部を確定できない場合に付す。「キ」は前漢と後漢で部が異なる
場合に付し、例えば「陽部本耕部」は前漢では陽部に、後漢では耕部に属することを示す。
rAJ等は本文同士の押韻、 raJ等は注同士の押韻、 rOJは本文同士および注同士で無韻の
字、「企Jは本文同士の換韻箇所および注同士の換韻箇所、王盤盤は声調を跨いで押韻する可能
性のある部分である。
2 r * Jは前漢と後漢で差異があり、積字表が前漢と後漢に分かれている部である。前漢と後漢の韻部の変化について
は羅著13-14頁、 20-28頁、 34-35頁を参照。
6 
第一段
。l屈原既放三年、 (平声真部0) 圏遠出部都、(平声魚部0)庭山林也。(平声侵部a)
02不得復見。 ほ声元部0) 圃道闘時速、(上声/去声元部0)所在深也九(平声侵部a)
03掲知選忠、 (平声冬部0) 圏建立策謀、(平声之部0) 披胸心也24Q (平声侵部a)企
04市側於禽。(平声談部0) 圏遇制量也。(謹耕部門
05心煩慮筒L、 (去声元部u) 圏醐悶也。(謹真部1b) 
06不知所従。(平声東部約) 圃迷嘗肱也加。(盟副元部1/去声元部1b) . 
07往見太卜、 (入芦屋部0) 圏稽神明也。(平声陽部村井部 C21)
08賄罪、 (上声真部0) 圏其姓名也。(平声耕部C)
ω日「余有所疑、 (平声之部A) 圏意惑達也叱 (平声陽部C)企
10願因先生決之。 J (平声之部A)企 圏断吉凶也。(平声東部d)
1鐘罪乃端策梯亀 (平声幽部B29) 圏整儀容也。(平声東部d)企
12日「君将何以教之。 J(平声之部B)...圃願聞其要初。(平声宵部0)
まず、本文同士の押韻はどうか。末尾の四句9・10と1・12は、登場人物の言葉を主体とす
る。四句は、毎句韻 fAAJfBBJの形式で押韻する。 fA(之部)Jと fB(幽之合韻)Jを
分けたが、両者は極めて近い音である。これ以外の、地の文に当たる部分は無韻である。
注同士の押韻については、声調を跨いで押韻する可能性のある部分がー筒所ある。 04f侯」・
23黄著「道路僻遣、所在険也。文選本「険J作「深J.案.煉章句用韻I 萄本作「深J(第三冊1861頁.以下、第三冊
の場合は特に記さない)。
24黄箸「建立策謀、披心胸也。文選本「建立策謀披心胸」作「建立策謀披胸心J，(中略)作「披IL'>旬J，胸字出韻。(中
略)沓作「建立策謀披胸心J0862頁)。
25羅著、耕部と真部の合韻は、前漢に 1例、後漢に 12例。前世Eは耕真合韻7例(平声:196-197頁)、真耕合韻4例
(平声・ 204頁)、後漢は耕真合韻5例(平声 197頁)、真耕合韻7例(平声6例、去声l例 206頁).以下に06王
注「舷」が元部であった場合の合韻例を示す。耕部と元部の合韻例はないロ真部と元部の合韻は、前漢に51例、後漢
に102例。前漢は真元合韻39例(平声34例、上声2例、去声3例:203-204頁)、元真合韻12例(平声10例、去
声2例:21頁)、後漢は真元合韻63例(平声60例、上声 l例、去声2例:203-204頁)、元真合韻39例(平声35
例、去声4例:212貰)。耕・真・元三部の合韻は、後漢に平E撃の耕真元合韻がl例ある 098頁)。
26黄著「泊所著也。文選本作「迷普舷也J.(中略)案若作「迷所著也J，著字出鎖。菌作「迷背肱J.J 0863頁).
"羅著、 07王注「明」は前線では平声陽部に、後漢では平声耕部に属する。前漢の陽部と耕部の合韻は13例あり、陽
耕合績は5例(平声・ 18頁)、耕腸合韻は8例(平声5例、去声3例 196頁)。後漢では陽部と耕部の合額は46例
あり、陽耕合韻は38例(平声・ 188-189頁)、耕陽合韻はB例(平声7例、去声 l例・ 197頁)。前掲の陳鴻図論文 (291
マ
頁)は、「卜居J注に陽部と耕部の同用が2例あるとし、 1例目として07r明J(陽部唐韻)(引用者注:r明」は「庚
韻J)・08r名J(耕部清韻)，09 r遼J(陽部唐韻)を挙げ、「腸耕同用」とする。 2例目は57-59句目である。
"黄著「意逗惑也.文選本「遼惑」作「惑謹」。案若作「郵阜惑J，惑字出韻。則菌作「意惑逗J也。 J0865頁)。
"羅著、之部と幽部の合韻は前漢に 1例、後漢に26例.前漢は之幽合韻8例 030頁)、幽之合韻3例 036頁)あり、
後漢は之幽合韻14例 031頁)、幽之合韻12例 037頁)。
ω黄著「案:章句「願開其要」云云，要字出韻，且不合章句三字句韻語例，後所建前L.J 0866-1867頁).黄氏の指摘
は妥当であるが、韻字を用いた別本が見当たらないため、暫時本文のママとする.
7 
05 r悶J・06r舷」は、 05r悶」と06r舷」の韻部が確定していないが、まず05r悶」が去声
真部であると仮定する。 06r舷」は、『大宋重修広韻~ (以下『広韻』と略称)では下平声ー先
と去声三十二酸に属す。『広韻』の平声先韻は、「両漢韻譜Jで平声真部に属する「玄」・「絃」・
「弦」を収める。よって 06r肱」は、平声真部に属する可能性が高いと考えられる。 06r舷」
が平声真部ならば、 04~06 は、去声と平声を跨いだ耕真合韻となる。ただし、第二章で述べた
ように、羅著は平声と去声の合韻には言及していない。
本文と注の関係には、次のような特徴が見られる。
第一に、 1a形式の注と Ib形式の注の境目について述べる。小南氏によれば、「遠遊」では、
本文一句に対し四字二句を費やす 1a形式の注が、本文の一般的な叙事の部分に付されるのに
対し、四宇一句のみの 1b形式の注は、王子喬の言葉、すなわち神仙の聖なる教えに対して付
される、という使い分けがなされるというへ「卜居」においては、本文冒頭の叙事の部分に 1a 
形式の注が付され、一見「遠遊」の使い分けと軌をーにするようだが、叙事の途中の04でIb
形式の注に切り替わる。以後は 12に至るまで、叙事の部分と登場人物の言葉とを問わず、 Ib 
形式の注が付されている。「遠遊」に見えるような 1a形式と Ib形式の使い分けは、「卜居」に
おいては認められない。
第二に、 1a形式と 1b形式の違いについて述べる。四字二句の1a形式は、本文一句につき
八字を費やすことができる。01を例に挙げれば、本文「屈原既に放たれて三年(屈原既放三年)J
に対し、注には「遠く部都を出で、山林に慮るなり。(遠出郵都、慮山林也。)Jとあり、「部都
を出で」・「山林に慮る」のように本文にはない内容が付加されている。そのため、 01~03 注は、
一作品と見倣して単独で朗読しても、さほど違和感がない。
対照的に、 1b形式は四字句ー句であり、本文一句に対し四字のみである。第一段の04以降
と、後に示す第三段以降は全て Ib 形式の注が付いているロ 07~09 を例に取れば、本文「往見
太卜、郷鴛罪、日『余有所疑~J に対し、注は「稽神明也。其姓名也。意惑逗也」である。本文
と密接に関わる解説であって、注単独では意味を成さない。もちろん単独で朗読することは可
能であるが、 1 a形式のように独立した一作品として見ることは困難である。
1 b形式の注は、小南氏の説のように、本文と組み合わせて朗請してはじめて意味を持つ。
もとより 1a形式を本文と組み合わせて朗読することは可能である。では、本文と注を組み合
わせて朗諭した場合に、どのような現象が生じるか、以下の第三と第四に分けて示す。
31前掲小南著307-310頁.
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第三に、注同士は基本的に押韻するため、仮に本文が無韻であっても、隔句押韻となりうる。
「本文と(引用者補:1 b形式の)注とを一つにして読めば、(中略)そのまま 1a形式の注と
同じ形態の韻文となるのである。(中略)恐らくは、こうした注釈の文章は、本文とー続きにし
て朗請されたのであろう。J(前掲小南著 306~307 頁)との指摘通り、例えば注が Ib 形式の 07 ・
08は「本文とー続きにして朗読」すれば、「往見太卜 (0)、稽神明 (c)也。鄭倉安(0)、其姓名
(c)也。」となる。また、注が1a 形式の 01~03 でも本文と注をー続きにして読めば、「屈原既
放三年 (0)、遠出郵都 (0)、庭山林也 (a)。不得復見 (0)、道路僻遠 (0)、所在深也 (a)。掲知
蓋忠 (0)、建立策謀 (0)、披胸心也 (a)0 J となる。 04~06、 07 ・ 08 も同様である。
第四に、注の換韻と本文の換韻は一致しない部分がー箇所ある。注は09r逗」で換韻するが、
本文は10r之」で換韻する。 32
第二段
13屈原目、 (入声月部?O) 圏吐詞情也。 (平声耕部 a)
14 r吾寧個個、(上声真部?O) 圏志純誠也30 (平声耕部 a).a
15朴以忠乎。 (平声冬部A) 圏掲誠信也。(平声/去声真部34bお)
16終送往努来、(平声之部Q) 圏追俗人也(平声真部 b)
17斯無窮乎。 (平声冬部A) 企 圏不困貧也。(平声真部 b)
18寧詠鋤草茅、(平声幽部0) 圏刈蕎菅也。(平声元部?b)企
19以力耕乎。 (平声耕部B) 圏種稼稽也。(入声職部?C35 d31) 鈴
20 ~停滞大人、 (平声真部0) 園事貴戚也。(入声沃部 C)
21以成名乎。 (平声耕部B) 企 園祭器立也(入声縁部e39d) 40 
32 I王注「容」と 12本文「之」も換韻が異なるように見える。しかし、黄著によれば、 12王注「要」字は無韻で本来
の形を失っているという。「要」は I王注「容Jと押韻する別の字であったかもしれない.そうだとすれば、注の本
来の換韻箇所は12に位置し、本文の換韻とー致していた可能性が残るため、換韻が異なるとは断言できない。
"黄著「志純一也一文選六臣本作「志純也J，尤表本、胡本作「志純一也」。案若作「純一J.出韻。(中路)煉義， r志
純」下官補「枇字，菌作「志純誠J。純杭古之習語。(後略以下「純書記の用例を列挙する)J 0868頁)。
" 15王注「信」について、『広韻』は去声のみ収録するが、羅著は真部に平声と去声を収録する 098頁)。
お真部と元部の合韻は、注25を参照。「卜居」の04王注「侵」への付注である.
“羅著、職部と沃部の合韻は‘前漢に4例、後漢に3例。前漢は職沃合韻2例 (20頁)、沃職合韻2例 (23頁)、後漢
は職沃合韻2例 (21頁)、沃職合韻l例 (21頁)。
幻羅著、職部と絹部の合韻は、前岐に6例、後棋に8例。前漢は織目絹合韻5例 (20頁)、嬬職合韻l例(241頁)、後漠
の8例t訪韓5絹合韻 (21頁)。
"玉注目「摘J-35 r津」計十七字は匡職沃薬鐸絹合韻(計六部)。このように多数の入声韻部が合韻する例を「両漢
韻語Jで傑すと、韻部の数が最も多いのは後漢の閥名「費鳳碑Jの職沃屋絹薬月質合韻(計七部)十八字 (22頁)、
これに次ぐのは玉逸「九恩(欄上)Jの屋沃薬鐸魚合韻(計五部)十二字 (28頁)である。王注目-35では、二つ
の韻部の聞での合繍状況を確認するために、一つの韻字に対して raJ rbJ等の記号を複数付す場合がある.
39羅著、絹部と鐸部の合韻は、前漢にO例、後漢に2例.後漢の2例は鐸絹合韻 (231頁)。
40黄著「章句以上稿、戚、立協韻。稿，!l!韻;戚，盤韻，立，鍾韻.盤、輩、組合韻。周、秦用韻，盤、組合韻，然無
9 
22寧正言不語、(去声脂部C) 圏諌君悪也。(入声鐸部e f41 8") 
23以危身乎。 (平声真部D43) 圃被刑毅也。(入声沃部門)
2H寄従俗富貴、 (去声脂部C) 圏食重職也(入芦屋部h i45 g) 
25以始生乎。 (平声耕部D).A. 圏身安祭也。(入声薬部
26寧超然高場47、(上声/去声魚部0)圏譲官爵也。(入声薬部 I 
27以保真乎。 (平声真部E) 圃守玄黙也(入声職部 k48 j) 
28 M専呪砦栗斯、 (平声支部F) 圏承顔色也。(入声職部 k 
29 ~屋P伊儒見、 (平声支部F) 圏強笑磯也。(入声鐸部? k g/薬部?j )'9) 
30以事婦人乎。(平声真部E)企 園前略局也50，(入声屋部 E 1) 
31寧廉潔正直、(入声職部u) 圏宏、主目玉也 (入声屋部 E 1) 
32以自清乎。 (平声耕部B) 圃惨潔白也。 (入声鍔部 凶
3 n寄突梯滑稽、 (平声脂部C) 圏締随俗也。 (入声屋部 g) 
34如脂控目撃、 (平声脂部C) 圏柔弱曲也。 (入声屋部 g) 
35以潔槌乎。 (平声耕部B).A. 圃順滑漂也。 (入声鐸部 g) .A. 
本文同士の押韻を見る。隔句の四句二韻 14~17 rOAOAJ と 18~21 rOBOBJ、毎句韻
22~25 rc D C DJ、隔句と毎句の組み合わせ 26~30 rOE F F EJ と 31~35 rOB C C BJ 
のように、相似形が反復する。これらのうち、 rCDCDJ・rOEFFEJ・rOBCCBJは、
韻字が多く、緊密で複雑な押韻形式である。このような複雑な押韻形式は、第一段・第三段・
第四段には見られない。
注同士の押韻はどうか。 19~35 の計十七句は入声が連続し、屋職沃薬鐸絹合韻を形作る。こ
れまで検討した第一段・第二段、および後述の第三段・第四段を含めても、 19~35 以外の箇所
奥鍾韻合用例，後漢鍾興銀、盛合韻し則其音鑓突。 J([871頁)。羅著の音鼠体系において植の臓部・戚の沃部・立の
絹部が合韻する例は、 19注「稿J前掲の職沃屋絹薬月質合韻(計七部)十八字 (22頁)の一部としてであり、三部
のみの合韻例は無いロ
41羅著、鐸部と沃部の合韻は、前漢にO例、後漢に 1例。後漢の l例は鐸沃合踊 (231頁)。
4l羅著、鐸郁と屋部の合韻は、前漢に4例、後漢に3例。前漢は鐸屋合韻4例 (230頁)、後漢は鍔屋合韻3例 (230頁)，
43耕部と真部の合韻は、注25を参照。「卜居」の例王注「侯」への付注である.
“羅著、沃部と屋部の合韻は、前漢に 6例、後漢に 7例。前漢 6 例は屋沃合韻 (227 頁)、後漢 7例は屋沃合韻 (227~
28頁)。
45羅著、薬部と屋部の合韻は、前漢に2例、後漢は0例。前漢の2例は屋薬合預 (27頁)。
4s羅著、薬部と職部の合韻は、前漢にl例、後漢2例。前漢l例は薬職合韻 (25頁)、後漢2例は薬職合韻 (25頁)。
43羅著「‘畢'韻書宇上盤，漢代有去撃一説。 J(郎頁)。
4s羅著、職部と鐸部の合韻は、前漢に2例、後漢に4例.前漢2例は職鐸合韻 (21頁)、後漢4例は鐸職合損 (231頁)。
49薬部と屋部の合韻は、前漢に2j;Jあるのみ.注45を参照。「卜居Jの24王注「締」への付注である。
印黄著は 30 王注「局J を押韻字としていなしミ ([879~1880 頁).脱字とみられる。
? ?
に入声韻は無く、また十七句連続押韻のような長大な韻も見られない。「卜居」全体では、一韻
の長さは、二句二韻から五句五韻が標準である。
本文と注の関係には、次のような特徴が見受けられる。
第一に、注とー続きに朗摘した場合はどのようになるか。本文には 22~25 rCDCDJや26
~30 rOEFFEJのように複雑な押韻形式が見られた。一般的に、本文の押韻は本文のみ朗
読した場合に効果的だが、注とー続きに朗読すると本文の押績の印象は薄れ、注の押韻の印象
が強まる。本文 rOEF F EJ のような部分は、それ自体が複雑な押韻形式を持つ。 26~30 を
注とー続きに朗読すれば、「寧超然高奉(0)、譲官爵也(入声)。以保真乎(E)。守玄験也(入声)。
終呪砦栗斯(F)、承顔色也(入声)。曜日伊儒兇(F)、強笑畷也(入声)。以事婦人乎(E)。融熔局
也(入声)， Jとなる。本文の押韻は、注とー続きに朗読すると十分な効果を発揮できない。
第二に、本文の叙事と登場人物の言葉との境目と、注の換韻箇所は一致しない。本文は 13r屈
原臼」が叙事の部分で、 14以降は屈原の言葉となる。注は、 13r周原日」にも付き、なおかつ
13・14で押韻する。そのために、境目が一致しないのである。
第三に、本文の換韻と注の換韻は、一致する箇所と一致しない箇所とがある。本文は 17r斯
無窮乎」で切れるのに対し、注は 18r刈嵩菅也」で区切れており一致しない。一方でおは本
文・注ともに換韻箇所となっており、一致する。また、本文が21r名J• 25 r生J• 30 r人」で
換韻するのに対し、注は 19からおまで十七句連続押韻となっており、本文への同調を見出し
難い。
第三段
36寧昂昂、 (平声陽部0) 圏志行高也。 (平声宵部a51)
37若千里之駒乎。 (平声魚部A) 圃才紹殊也。 (平声魚部a)企
38終氾氾、 (平声侵部?O) 圏普愛衆也。 (平声冬部C町
39若水中之島乎。 (平声魚、部A) 圏翠戯遊也。 (平声幽部b臼)
40輿波上下、 (上声魚部キ歌部"0) 国防衆卑高5，(平声宵部b)
51羅著、宵部と魚部¢合韻は、前漢に7例、後漢に 14例。前漢は宵魚、合韻2例(平声・ 140頁)、魚宵合韻5例(平声4
例、去声l例:149頁)、後漢は宵魚合韻5例(平声:140-141頁)、魚宵合韻日例(平声5例、上声4例・ 151頁)，
52 38王注「衆J(冬部)は、羅著に従えば、前漢・後漢ともに各部と宵部、各部と魚部、冬部と幽部の合韻例がないた
め、押韻と見なすのは困難であろう。黄著は「主i'1以上衆、遊協幽韻，衆.~静，血之陽(引用者注: I揖声の各部は
陰声の幽部と主母音が共通である)也ゅ遊.~皇韻.J とする 0881 頁)。
ぬ羅著、幽部と宵部の合績は、前漢に18例、後漢に17例。前漢は幽宵合韻15例(平声7例、上声8例 136頁)、宵
幽合韻3例(平声2例、去声 l例:140頁)、後漢は幽宵合韻12例(平声6例、上声4例、去声2例・ 136-137頁)、
宵幽合韻4例(平声3例、上声 l例:140頁).
“羅著、 40本文「下Jは前漢では上声魚部、後漢では上声歌部に属する。
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41倫以全吾躯乎。 (平声魚部A)企 園身免患憂5'。 (平声幽部b)企
42寧輿駿駿冗靭乎。(入声錫部B) 圏沖天~~也570 (平声魚部/去声魚部C58)
43終随鷲馬之迩乎。(入声錫部B) 企 圏安歩徐也59。 (平声魚部C)
44寧輿黄鵠比翼乎。(入声職部C) 圃飛雲嶋也。 (平声魚部c) A 
45 M等輿難驚王手食乎。(入声職部C)企 圏啄糠糟也 (平声幽部?ω
46此執吉執凶。 (平声東部D) 臨時憂也。 (平声幽部 d)
47何去何従。 (平声東部D)企 圏安所由也。 (平声幽部 d)企印
48世溜濁而不清。 (平声耕部E) 圏貨賂行也。 僅差陽部本耕部e'l)
49螺翼篤童、 (平声東部0) 園近融也"0 (謹耕部e)企
50千鈎潟軽。 (平声耕部E) 圏遠忠良也。 (平声陽部 f町
51黄鐙段棄、 (去声脂部0) 囲賢隠滅也"0 (平声陽部/去声陽部?f)
52瓦釜雷鳴。 (平声耕部E) 圏愚論訟也"0 (平声/去声東部f)
53識人高張、 (平声陽部0") 圏居朝堂也。 (平声陽部f)企
54賢土無名。 (平声耕部E) 圏身窮困也。 佳芝真部副
55呼q差需主獄今、 (入声職部0) 圏世莫論也。 (平声/去声真部副
56誰知吾之廉貞。 J(平声耕部E) A 圏不別賢也。 (呈亙真部g) A 
日前掲の魯瑞替論文249-250頁は、「渉江」の第27句注「山林草木茂盛J-第30句注「言暑湿泥棒也」の六字句を「介
干散体与韻除之外男ー積少数体例的釈文形式」とする。前閣の黄耀望論文47頁は「漁父」の注「不困辱其見也」・「随
俗方困J等を、 I形式を外れた「格外的鼠文也とするor卜居」では、前出の 12および40・41、57-邸、 6の注が、
厳密に言えば1b形式を外れている。
“黄著「身免憂患。(中略)黄本、夫容館本(中略)r憂患J乙作「患憂」。案菌作「患憂J，倒文越積。作「憂患J，患
字出韻o J 0882頁)なお、底本は rli青同治十一年金陵書局重刻汲古閑毛表校中l洪興祖楚僻補注」、黄本は「明E徳黄
省曾翻宋潜静章句本」、夫容館本は「明隆鹿夫容館翻宋楚蹄章句本」である(第一冊、凡例l頁)0
57黄著「沖天匝也。(中略)文選「匝J作「廟J0案:(中略)棟義，調沖天腐馳。奮本作「騒JoJ 0882-1883頁)。
関羅著は、『詩経』音の侯部と魚部を両演では魚部に統合する 04頁、 20-22頁)。前掲の陳鴻図論文は‘羅箸とは異な
り、魚部と侯部を分け、「ト居J注における魚部と侯部の同用の例として、 42r匝J(侯部虞韻)・43f徐J(魚部魚韻)・
4 r網J(侯部虞韻)を挙げ、「侯魚I司用Jとする (228-290頁)。
59黄著「安歩徐也黄本、夫容館本(中略)r歩徐」乙作「徐歩」。案・安歩徐，奥上章句「沖天騒J，相封属文。萄作「歩
徐J0 0883頁)0
ω黄箸は王注42r騒{侯韻!)J '43 r徐漁韻)J・4r嗣(侯韻IJ・45r糟J• 46 r憂J・47r由J(以上3字は幽韻)を幽侯
魚合韻とする 0885頁)。
61羅著、 48玉注「行Jは前漢で怯平声陽部l乙後漢では平声耕部に属す。腸部と耕部の合韻は、注27を参照。「ト居J
の07王注「明」へのイサ注である。
m黄著「近イ長講也a文選本「俣謙J作「謙信」。案章句有「樹君J，而無乙作「伎謙j者。(中略)作「侵護J，出積oJ 
0885-1886頁)0
臼羅著、東部と陽部の合韻は、前漠I例、後漢16例。前漢は陽東合韻10例(平声ー 187-188頁)、東陽合韻l例(平
声:180頁)、後漢は陽東合鼠15例(平声:189頁)、東陽合顔l例(平声:180頁)0
“黄著「賢者匿也。文選本「賢者ll<J作「賢憾磁Jo(中略)案.作「賢者匿J，匿字出鼠菌作「資隠磁JoJ 0887頁)。
“黄著「翠言獲進。文選本「翠言獲進J作「愚論訟」。黄本、夫容館本(中略)作「寧言進也」。案・章句用三字句韻語，
則作「牽言獲進J者，非也。作「事言進J，進字出頗.菌作「思誰訟JoJ 0887頁)。
“53-56は陽部と耕部の合韻となりうる。陽部と耕部の合頗は注 27を参照。「卜居」の07王注「明」への付注である。
?，?
本文同士の押韻には、隔句韻が、 36~41 rOAOAOAJ の六句三韻、 48~52 rEOEOE 
OEOEJ の九句五韻と、複数の箇所に見える。また 42~47 は毎句韻であり、二句二韻が三連
続で現れる。以上から、押韻は比較的緊密であると言える。
注同士の押韻には、声調を跨いで押韻する可能性がある部分が二箇所ある。 48r行」は前漢
では平声陽部に、後漢では平声耕部に属す。 49r侯Jは去声耕部である。よって注の 48と49
は、前漢ならば、平声と去声を跨いだ耕陽合韻、後漢ならば、平声と去声を跨いだ同部の押韻
となる。また、 54f困」は去声真部、 5r論」には平声と去声があって共に真部に属す。 56f賢」
は平声真部である。この三字は、平声と去声を跨いで阿部で押韻すると考えられる。
本文と注の関係はどうか。本文の換韻と注の換韻は、 41 、 47 、 56 の三筒所で一致する。 43~
45は、本文が43r迩Jと45r食」てり切れるのに対し、注は44r曲目」で区切れ、一致しない。
第四段
57篇予乃稗策而謝、ほ声魚部V入声鐸部?O)圏思不能明也。(平声陽部州部a町
58日「夫尺有所短、 (上声元部?O) 畠咳験不駿中庭問。(平声耕部a)
59寸有所長。 (平声陽部A町 園難鶴知時而鳴。 (平声耕部a)企
60物有所不足、 (入声屋部0) 園地陥東南雇~70。 使差歌部卒支部b7l)
61智有所不明。 (平声陽部本耕部A) 圏干し子厄於隅72. (謹細川
62数有所不逮、 (去声脂部0) 圏天不可計量也。 (平声陽部c)
63神有所不通。 (平声東部A) • 圏日不能夜光也。 (平声陽部c).
64用君之心、 (平声侵部0) 圏所念慮也。 (去声魚部d73)
前前漢では57王注「明」は平声陽部に属し、 raJは陽耕合韻となる。後演では「明」は平声耕部に属し、 raJは耕部同
士の押韻となる。陽部と耕部の合韻については、注27を参照。「卜居」の07王注「明Jへの付注である.前掲の椋鴻
図論文 (291頁)は、「卜居J注における陽部と耕部の同用の2例目として、 57r明J(陽部庚韻)・ 58r庭J(耕部青
韻)・ 59r鳴J(耕部庚韻)を挙げ、「腸耕同周」とする。
“黄著「朕醜不膝中庭。黄本、夫容館本(中略)r中庭J下有「者也」二字。若有「者世!j，非章句六字句蹟語.J 0890 
頁)。
69羅著、前漢では、 61本文「明Jは平声陽部に属し、 rAJは陽東合韻となる。前漢の東部と陽部の音韻は IO1Jあり、
陽東合韻10例(平声・ 187-188頁)、東陽告韻 IO1J (平声・ 180頁)。後換では、「明」は平声耕部に属し、 rAJは陽
耕東合韻となる。陽部と耕部の合韻は、注27を参照。「卜居Jの07王注「明」への{寸t主である。後漢の東部と陽部の
合韻は16例あり、陽東合韻 15例(平声ー 189頁)、東賜合韻l例(平声・ 180頁)。東部と耕部の合韻は、後漢に l例
あるのみ(平声 197頁)。東部・陽部耕部の合韻は、後漢に陽耕東合鼠3例がある(平声:190頁).
加黄著「地駿東南巴文選本「地駿東南」作「地艇東南角也」。案 「地殻J，賞作「地臨ん唯南子巻三天文副Ir昔者共工
奥瀬項号嬬帝， (中略)地不満東商，故水静座挨鼠鼠 J作「東南J或「東南角J，皆出韻。菌作「地陥東南麟J.J 0891 
頁)。黄氏が「陥」を補った理由は不明である。『文選1r地脇東南角也」の形に揃えたのであろうか。
1羅著、前漢では、 60王注「餅Jは歌部に属し、歌部と祭部の合韻は祭歌合韻が l例ある(平声 :172頁).後漢では、
「腐」は支部に属し、支部と祭部の合額例は無い。
η 黄著「孔子厄於陳也。文選本「於陳J作「於陳察」。案.棟義，醤宇「於陳禁J.J 0891頁)。
73羅著、魚部と宵部の合韻は、注目を参照。「卜居」の36王注「高Jへの付注である.之部と魚部の合韻は、前漢5
例、後漢12例。前漢は之魚合韻2例(上声:130頁)、魚之合韻3例(平声2例、上声l例、去声 1例:150頁)、後
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65行君之意、 ほ声之部B) 圏遂本操也740 (平声/去声宵部d)
6亀策誠不能知此事。J(去声之部B).A. 圏不能決君之志也。(去声之部d).A.
本文同士の押韻は、 58-63が隔句韻 rOAOAOAJ、64-66が隔句と毎句の組み合わせ ro
BBJである。
注同士には、声調を跨いで押韻しうる部分がー箇所見える。 60r脇」と61r察」である。「腐」・
「奈」はともに、黄著が『文選』を参照して復元した押韻字である。 60r路」は、前漢では平
声歌部t:属し、後漢では平声支部に属す。 61r奈」は去声祭部に属す。したがって注 60・61
は、前漢では平声と去声を跨いだ歌祭合韻となるが、後漢では支部と祭部との押韻例がないた
め、押韻するとは見倣し難い。注60・61の部分は、前漢で成立したと考えられる。
本文と注の関係は、以下のようである。
第一に、 57・58において、本文の叙事と登場人物の言葉との境目と、注の換韻箇所は一致し
ない。この現象は第二段13・14と同様である。
第二に、本文の換韻と注の換韻は、 63と6のニ箇所で一致する。
4 おわりに
「卜居」本文と注を「両漢韻譜Jを用いて調査した結果、以下の事柄が判明した。
本文同士の押韻に関して、登場人物の言葉は押韻するが、それ以外の叙事の部分は無韻であ
る。毎句押韻は09・10、1. 12、42・43、4・45、46・47が rAAJ形式の二句二韻、 22-25
は rCDCDJ形式である。隔句韻は、 14-17、18-21が rOAOAJ形式の四句二韻、 36-
41、58-63は六句三韻 rOAOAOAJ、48-56は九句五韻 rEOEOEOEOEJ形式であ
る。隔句と毎句を組み合わせたものには、 26-30、30-35の rOBCCBJ形式、 64-66の ro
BBJ形式がある。
毎句押韻の rAAJと rBBJの連続や、 rCDCDJ、rOEFFEJは、押韻が緊密である。
これらのうち rCDCDJや、 rOBCCBJと rOEFFEJが連続する部分は、相似形が反
復する複雑な押韻形式といえる。「離騒」など古い時代に成立したとされる『楚辞』作品が四句
漢は之魚合韻4例(平声l例、上声3例・ 131頁)、魚之合韻8例(平声l例、上声7例:152頁)。宵部と之部の合韻
は、前i翼・後漢ともに例が無い。魚、宵之の合韻は、後漢に魚宵歌之の四部合韻が上盤 l例ある 052頁).
74黄著「遂本志也。黄本、夫容館本(中略)r操」作「志」。案・操，操守也。本操、本志向。作「本志J.典章句下「君
之志J複。 J0894頁)。
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二韻を基調とするのとは、大いに異なっている。
注同士の押韻には、以下のような特徴が見える。
第一点、 04~郎、 48 ・ 49、 54~56、 60 ・ 61 は、声調を跨いで押韻する可能性がある。これら
の例は全て平声と去声に跨る例である。少なくとも「卜居」注に関しては、羅著が言及してい
ない平声と去声の押韻を認めても良いのではないだろうか。両漢における声調には『広韻』と
は異なる場合もあるため、声調の問題については専門家の批正を乞いたい。
第二点、 60r筋」は黄著が復元した押韻字であるが、この復元に従った場合、 60r筋」と61
「奈」の押韻は前漢で成立したと考えられる。
本文と注との関係には、次のような特徴が見られた。
第一に、「卜居」注には、本文一句に対し四字二句の1a形式と、四字一句の Ib形式の両方
が見えるが、 1a形式は本文冒頭の三句に対してのみ現れ、残りはIb形式である。 1a形式と
1 b形式の境目は、本文の叙事と登場人物の言葉との境目と一致しない。「遠遊Jでは、 Ia形
式の注が本文の一般的な叙事の部分に付され、 1 b形式の注は神仙の聖なる教えに対して付さ
れる。しかし「卜居」では、「遠遊」のような注の使い分けは認められない。
第二に、「卜居J注の大半を占める Ib形式の注は、単独で朗読しても意味を成さないため、
小南氏の説のように本文と組み合わせて朗請する必要があると考えられる。本文と組み合わせ
て朗請した場合に、どのような現象が起こるかを、以下の第三から第六に挙げる。
第三に、本文は 22~25 rCDCDJ 、 27~30 rOE F F EJ 、 31~35 rOBCCBJのように
複雑な押韻形式を持つ箇所があるのに対して、この箇所に対応する注の押韻は十七句連続押韻
であり、本文と同調していない。よって本文と注を続けて読むならば、注の押韻が本文の複雑
な押韻の印象を弱め、本文の押韻効果を減殺することになろう。
第四f;:、本文の叙事と登場人物の言葉の境目と注の換韻箇所は、 13・14、57・58で一致しな
い。これは注が13r屈原田」のような叙事の一句にも付き、なおかつ、議場人物の言葉に付さ
れた注と押韻しているからである。
第五に、本文の換韻と注の換韻とは、一致する部分と一致しない部分の両方がある。一致す
るのは35(第二段の終わり)、 41、47、56(第三段の終わり)、 63、6 (第四段の終わり)であ
る。第一段から第四段の段落分けは、本文と注の換韻箇所が一致する部分を優先して、本文の
句読の境目と、適当な分量とを勘案して区切った結果、上記のようになった次第である。換韻
が一致しないのは 09 ・ 10、 17 ・ 18、 43~45 である。本文の換韻と注の換韻が一致する箇所では、
??
注が本文の押韻を補強する効果があるのだろう。他方で、不一致の箇所では注が本文の押韻の
効果を弱めかねない。
以上のうち、第二では、 1 b形式の注は朗読するのに本文と組み合わせる必要があると考え
られたが、第三では、注の押韻が本文の複雑な押韻の効果を弱めてしまう部分があり、第五で
本文の換韻と注の換韻が一致しない箇所では、注が本文の押韻を弱めかねないことが分かった。
「卜居」注は、朗読するには本文と組み合わせる他ないIb形式を主体としながら、本文と組
み合わせると部分的に本文の押韻を弱めてしまう、という特徴を持っているのである。すると、
小南氏による、注を本文と組み合わせて朗E面するという説には、少々疑問が生じる。
本文の境目と注の換韻が一致しない箇所をどのように考えればよいだろうか。注を製作した
時点で、本文の押韻や句読を軽視していたことや、製作者の押韻の技量が低かったことに帰す
こともできる。あるいは魯瑞普氏が指摘するように、『章句』は散逸と後人の増補によって体裁
が混乱したと考え、注の換韻と本文の境目の不一致も、混乱した体裁の一例であると捉えるこ
とが可能かもしれない。
しかし、「卜居」では不一致の箇所が少なからず見え、単に体裁が混乱したためとは考えにく
い。もし不一致に積極的な意味合いを認めれば、注の製作者は、本文の句読や一定の分量ごと
に、注の換韻を本文の換韻と一致させ、それ以外の所では寧ろ注の換韻を本文の句読や換韻と
は意図的にずらし、連綿と続くようにした、と言うことができるかもしれない。そのような押
韻と朗諦の技法があったのであろうか。
『章句』における韻文形式の注、とりわけIb形式の注の特徴を明らかにするには、 1b形式
の注を持つ残りの三篤「遠遊J・「漁父J・「招隠士」も検討する必要があるが、これらについて
は、今後の課題としたい。
本稿は、桃の会例会 (2017年9月)および2017年中国昆明屈原及楚辞学国際学術研討会盤
中国屈原学会第十七届年会(見明・雲南大学、 2017年 1月)における研究発表を基に改訂し
たものである。ご教示くださった先生方に感謝申し上げます。
本稿は、平成30年度科学研究費補助金基盤(C)r伝統的『楚辞』解釈の再検討J07K02635) 
による成果の一部である。
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